
 

ほけんだより 秋号 

サイズの合わない靴やデザ

イン優先の靴、また、はきぐせ

のついたお下がりの靴は、転

倒やけがの原因になるだけで

なく、子どもの足の骨や体全

体の成長を妨げます。子ども

の成長は早いので、シーズン

ごとにきちんとサイズを測り、

足にしっかりフィットする靴を

選びましょう。 

 3・4・5歳は運動量が飛躍的に増える時

期。正しい歩き方を身につけながら、7歳く

らいまでの間に走る、跳ぶなど、基本的な

動作はほとんどできるようになります。 

足の骨も急速に発達し、土踏まずのアーチ

も３歳ごろからつくられ始めます。 

 合わない靴は、足の発達だけでなく、姿

勢や運動能力にも影響します。こまめにサ

イズをチェックし、正しい靴選びをしてくだ

さい。 

夏が過ぎ、ひと回り大きく、たくましくなった子どもたち。まだまだ続く暑さの中で、元気にお散歩や外

遊びを楽しんでいますが、夏の疲れが出てくるころです。また、1 日の中の気温差が大きくなる時期の

ため体調を崩しやすいときです。毎日の体調の変化に注意しながら、しっかり睡眠をとるようにしまし

ょう！9 月になると運動会の練習もはじまり戸外活動も増えてきます。秋号の保健だよりは、正しい靴

選びについてです。ぜひ参考にしてみてくださいね      

 赤ちゃんの目は、生後すぐはぼんやりとしか見えていませんが、その後、1歳までの時期は急速

に「見る力」が発達します。３歳までには、多くの子どもが大人と同じ程度（視力1.0）まで見える

ようになります。見る力（視覚）はゆるやかに発達し、6歳ごろには大人と同程度になります。 

 

子どもの目を守るには、感染症やけがだけで

なく、「見え方の異常」にも注意が必要です。

この機会に異常のサインを知りましょう！ 
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